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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－19人

２月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

16,907人
7,973人
8,934人
7,200世帯

２月のうごき
出生
死亡
転入
転出

8人
21人
25人
31人

（平成30年10月11日生まれ）

あき  と笠田東の
勝岡 真由佳さん・映当ちゃん

・晴れた日でも道路が濡れている
・いつもは水が流れていない溝に、
　急に水が流れだした
・急に水圧が低下した
・急に濁り水が発生した

　漏水は、水圧の低下や濁り水の発生を引き起こすだけではなく、道路の陥没など危険な場合があり
ますので、ご連絡を頂いた後、上下水道課職員が現場確認をして、必要に応じ漏水修繕工事を実施し
ます。
　上下水道課では、漏水調査を定期的に実施し、漏水発見に努めていますが、皆さんからのご連絡に
より発見されるケースが多数ありますので、漏水を発見した場合はご連絡をお願いします。

　などの場合は地下に埋設している水道管が破損し、漏
水している可能性があります。

「きょうだいなかよくね」

問い合わせ　上下水道課（☎２２－６５６６）
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※引き続きボランティアも募集中です！
　（募集締切：４月30日）
　詳しくはかつらぎ町ホームページをご覧下さい。

かつらぎ町では、11月10日（日）に
天野の里でオリエンテーリング交流
大会が開催されます。

ORIENTEERING

上下水道課からのお知らせ

漏水を発見した場合は
ご連絡ください



今月の主な内容

月号
平成31年（2019年）第722号
4

●かつらぎ町が歩んだ「平成」　　　　　　２～３
●平成31年度町政の概要　　　　　　　　  ４～７
●世界遺産高野参詣道トレッキング開催　　10～11
●「高齢者等見守りシール」をご存知ですか　12
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　15
●４月のお知らせ　　　　　　　　　　　　16～17
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　18
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　19～23

祝 ジュニア駅伝入賞

皆さん応援ありがとうございました皆さん応援ありがとうございました皆さん応援ありがとうございました
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かつらぎ町かつらぎ町が歩んだ「平成」歩んだ「平成」かつらぎ町が歩んだ「平成」
　５月１日の新天皇即位に伴い、元号が「平成」から新元号に改元されます。
そこで、平成最後の発行となる本号で、本町が歩んだ「平成」を振り返ります。

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

10 11 12

13 14 15
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平成元年10月　・デイサービス事業開始
平成２年４月　・第１回産業まつり開催
平成３年３月　・大谷小学校の新校舎が完成
平成４年12月　・タイムカプセルを庁舎前庭に埋設【①】
平成５年９月　・かつらぎ総合文化会館（あじさいホール）が完成
平成６年１月　・町立図書館がオープン
　　　　４月　・地域福祉センターが完成
平成７年11月　・道の駅「紀の川万葉の里」が完成【②】
平成８年11月　・第７回全国ひらカナ市町村サミットを本町で開催
平成９年３月　・かつらぎ町防災センターが完成
平成10年３月　・第１回あじさい文化芸能祭開催
　　　　　　　・第１回オリエンテーリングinかつらぎを開催
平成11年４月　・野外ステージ広場が完成
　　　　６月　・第１回ホタルまつり開催
平成12年３月　・伊都消防組合に防災センターが完成し、緊急通信指令装置・緊急通報
　　　　　　　　受信装置が導入
　　　　４月　・保健福祉センターが完成
平成13年４月　・かつらぎ町シルバー人材センター設立
平成14年４月　・コミュニティバスの運行開始
　　　　　　　・学校週５日制が導入
平成15年３月　・三谷小学校の新校舎が完成
平成16年７月　・「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録
平成17年10月　・かつらぎ町と花園村が合併し、新「かつらぎ町」が誕生【③】
平成18年４月　・町内全小中学校で２学期制を導入
平成19年６月　・かつらぎ公園町民プールがリニューアルオープン【④】
　　　　11月　・かつらぎ町自主防災組織連絡協議会設立
平成20年11月　・かつらぎ町発足50周年記念式典開催【⑤】
　　　　　　　・町イメージキャラクターが決定【⑥】
平成21年８月　・橋本周辺広域ごみ処理場が稼働
平成22年４月　・スクールバス運行開始【⑦】
平成23年６月　・渋田小学校の新校舎が完成
　　　　９月　・笠田小学校の新校舎が完成
平成24年４月　・学校給食開始（笠田、渋田小学校）【⑧】
　　　　７月　・妙寺小学校の新校舎が完成
平成25年10月　・旧隣保館が地域交流センターとして開館
平成26年３月　・京奈和自動車道（紀北かつらぎＩＣ～紀の川ＩＣ）開通【⑨】
平成27年５月　・道の駅「かつらぎ西」オープン【⑩】
　　　　９月　・第70回国民体育大会2015紀の国わかやま国体開催
平成28年４月　・こども園開園（佐野、三谷こども園）
　　　　７月　・はなぞの温泉「花圃の里」オープン【⑪】
　　　　10月　・高野参詣道三谷坂、世界遺産追加登録【⑫】
平成29年３月　・京奈和自動車道・紀北西道路全線開通
　　　　４月　・国道480号鍋谷峠道路・父鬼バイパス開通【⑬】
　　　　　　　・道の駅「くしがきの里」オープン【⑭】
平成30年６月　・かつらぎ町商工会リニューアルオープン
　　　　10月　・かつらぎ西部公園パークゴルフ場（18ホール）開場
平成31年２月　・かつらぎ町発足60周年記念式典開催【⑮】
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歳入

　平成31年度当初予算は、一般会計と６特別会計、水道事業、下水道事業の２つの企業会計をあ
わせた総額が182億157万円で、前年度と比べて4.5％、約７億8185万円増加しました。
　予算編成においては、第４次かつらぎ町長期総合計画およびそのアクションプランに基づき
「笑顔で暮らせるまちづくり」を目指して総合的に取り組む中で、次の５点を重点項目として定
め、予算を編成しました。

　歳入のうち町税では、個人および法人町民税や固定資産税などの増により約1899万円の増加
を見込んでいます。
　地方交付税は、国が公表した地方財政計画における総額の増加などにより１億8700万円の増
加と試算し、地方特例交付金については幼児教育無償化にかかる減収を補う臨時的な財源とし
て、子ども・子育て支援臨時交付金2431万円を増額しています。
　また、町債についてはかつらぎ西部公園建設に係る過疎対策事業債の発行が減少しており約
8390万円減少しています。

平成31年度 当初予算概要
一般会計予算

〔前年比〕6億6500万円増加（6.7％増）

【町民１人あたりの町税負担額】
※平成31年１月末現在の住民基本
　台帳人口16,926人によります。

・個人町民税：34,979円
・固定資産税：60,566円
・軽自動車税：  4,226円
・町たばこ税：  5,908円
・都市計画税：  5,929円

諸収入 1.7%
1億6604万1000円

国庫支出金 8.3%
8億7545万7000円

県支出金 6.7%
7億464万4000円

繰入金 10.8%
11億4390万3000円

その他 8.1%
8億5886万5000円

寄附金 1.6%
1億7101万円

■町税の内訳
○個人町民税
○法人町民税
○固定資産税
○軽自動車税
○町たばこ税
○都市計画税
○入　湯　税

5億9206万円
8699万8千円

10億2513万3千円
7152万2千円

1億円
1億35万7千円

301万円

町税 18.7%町税 18.7%
19億7908万円19億7908万円
町税 18.7%
19億7908万円

地方交付税 35.5%地方交付税 35.5%
37億4800万円37億4800万円
地方交付税 35.5%
37億4800万円

町債 8.6%町債 8.6%
9億1000万円9億1000万円
町債 8.6%
9億1000万円

（１）地域の特性を活かした活力あるまちづくり
（２）健康に暮らせるまちづくり
（３）安全・安心のまちづくり
（４）快適で潤いのあるまちづくり
（５）行政運営の効率化

地方消費税交付金
（社会保障財源分）の使途

　地方消費税の引き上げによる増収分（１億2360万円）については、すべて
社会保障施策の財源として活用するものとされており、平成31年度はこども
園運営費の財源として活用します。

歳 

入
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シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
天 野 診 療 所 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花 園 梁 瀬 簡 易 水 道 事 業
　　合　　計　　（Ｂ）　　　

総 合 計 （Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）

105億5700万0000円
　　　7226万9000円
26億   68万6000円

851万5000円
5億6042万6000円
27億6528万7000円

―
     9570万2000円

―
―

 61億  288万5000円
  7億 102万6000円
8億4066万1000円
182億 157万2000円

6.7％
2.4％
△7.0％
△2.0％
  　3.4％
1.7％

△100.0％
58.2％

△100.0％
△100.0％
△10.0％
△19.3％
100.0％
4.5％

平成31年度
98億9200万0000円
　　　7056万2000円
27億9793万3000円
　　　 868万9000円
  5億4181万3000円
 27億1822万3000円
  5億4060万4000円
　　　6049万5000円
　　　2146万4000円
　　　 418万6000円
 67億6396万9000円
　7億6374万9000円

―
174億1971万8000円

平成30年度会　　計　　名 伸び率
会計別予算額

一　般　会　計　（Ａ）

水道事業会計　（Ｃ）
下水道事業会計　（Ｄ）

特　

別　

会　

計

　歳出では、平成30年度に引き続きかつらぎ西部公園建設事業費約２億3354万円や、かつらぎ
体育センター改修事業費約１億3079万円を計上しています。
　また、新規事業としてPET-CT検査や風しん抗体検査の助成に係る予算を計上しています
（両事業とも対象や助成要件有）。
　性質別に見ると、公債費が町債（借入金）の繰上返済のため前年比32.1％増加しています。
　建設事業費につきましては、かつらぎ西部公園のクラブハウス建築工事費などの減少などに
より前年度から4100万円減少しています。

歳 

出

【町民１人あたりのサービス等に係る費用】

※平成31年１月末現在の住民基本台帳人口
　16,926人によります。
[議会費] 議会運営・議員報酬など
[総務費] 自治振興・選挙・統計など
[民生費] 福祉・医療など
[衛生費] 保健・ごみ・し尿など
[農林水産業費] 農林業振興など
[商工費] 商工・観光振興など
[土木費] 道路・公園の整備など
[消防費] 消防・救急など
[教育費] 小中学校・生涯教育など
[公債費] 借入金の返済
[諸支出金] 基金の積立
[その他] 災害復旧工事

5,848円
84,095円
171,102円
42,138円
24,110円
7,120円
64,501円
26,374円
 63,024円
114,607円
15,100円
5,696円

年間  623,715円

※平成31年度より会計構成を一部変更します。
　下水道事業特別会計　→　公営企業会計へ移行
　花園守口ふるさと村運営事業特別会計　→　廃止
　花園梁瀬簡易水道事業特別会計　→　公営企業法適用により水道事業会計へ組み込まれます。

歳出

議会費 0.9%
9898万4000円

総務費 13.6%総務費 13.6%
14億2339万2000円14億2339万2000円
総務費 13.6%

14億2339万2000円

民生費 27.4%民生費 27.4%
28億9607万6000円28億9607万6000円
民生費 27.4%

28億9607万6000円

衛生費衛生費
6.8%6.8%
7億1323万6000円7億1323万6000円

衛生費
6.8%
7億1323万6000円

農林水産業費 3.9%
4億808万5000円

商工費 1.1%
1億2050万5000円

土木費 10.3%土木費 10.3%
10億9174万1000円10億9174万1000円

土木費 10.3%
10億9174万1000円

消防費 4.2%消防費 4.2%
4億4640万6000円4億4640万6000円

消防費 4.2%
4億4640万6000円

教育費 10.1%教育費 10.1%
10億6674万7000円10億6674万7000円

教育費 10.1%
10億6674万7000円

公債費 18.4%公債費 18.4%
19億3983万1000円19億3983万1000円
公債費 18.4%

19億3983万1000円

その他 0.9%
9640万7000円

諸支出金 2.4%
2億5559万円
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住民参加のまちづ
くり支援事業

農業共済加入促進
事業【拡充事業】

80万円
　有田川を利用したアマゴ釣りイベントを実施し、町内外および県外から
の参加者に対し花園地域をＰＲします。併せて、「花圃の里」やキャンプ
場など、地域の観光関係施設の利用を促進します。

アマゴ釣り大会運営
事業【拡充事業】

216万円文化財活用事業
【新規事業】

　町と阪南大学の連携事業として、阪南大学の学生が、産業まつりならび
に道の駅においてアンケート調査を実施し、地域の活性化に向けた方策を
研究します。

　住民自らが企画し実施する、住民主体によるまちづくり活動に対し、補
助金を交付します。〔補助限度額：50万円〕
①広域交流促進事業：補助対象経費の２分の１以内
②地域活動支援事業：補助対象経費の３分の２以内
　　　　　　　　　　（継続した３年間を限度） 
　②の内、移住・定住促進のための事業に限り、総務省のふるさと移住交
　流促進プロジェクトに基づくクラウドファンディング（ＣＦ）の活用が
　可能です。
※ＣＦについては補助対象経費から収益を除いた額を補助限度額とします。

　紀の川本川と支川合流部の内水氾濫を軽減するため、
紀の川の河川内に堆積した土砂を撤去します。

420万円

3140万円内水対策河床整備
事業【拡充事業】

消防団員防火服購
入事業

　消防団員に対し防火衣を購入することにより、前線で消火活動に携わる
消防団員の活動時における安全性を高め、迅速かつ確実な災害対応を可能
とします。　購入数：57着

373万円空家等適正管理事
業【新規事業】

　危険度および緊急性が高いと判定した（特定）空家について、町条例第
５条の緊急安全措置により、危険部分の除却、ブルーシートなどによる保
護、バリケードなどによる接近防止などの安全措置を講じます。

かつらぎ体育セン
ター改修事業

事　業　名 事業費 事　業　内　容

　年間約17,000人が使用する町内唯一の屋内社会体育施設であるかつらぎ
体育センター（昭和54年竣工）について、前年度に実施した改修設計に基
づき改修工事を行います。

1億
3079万円

203万円

605万円

　異常気象などにより農業被害が発生した際に農業経営再建のための損失
を補填する、農業共済掛金の一部を補助します。
　対　象：果樹共済・農機具共済・園芸施設共済・収入保険（新規）
　補助率：共済掛金（保険料・事務費）の３分の１以内

大学地域連携事業
【新規事業】 106万円

事　業　名 事業費 事　業　内　容

　町内の縄文遺跡と古代寺院について、展覧会や現地学習会などを実施す
ることにより、文化財の大切さを学び、郷土愛を育みます。
　縄文遺跡については、西日本縄文集落の全体像がよくわかる丁ノ町・妙
寺遺跡をもとに復元イラストを作成し、西日本最大の縄文時代竪穴建物が
発見された中飯降遺跡の現地学習会において、両遺跡を比較しながら説明
します。
　古代寺院については、佐野寺跡で出土した鴟尾のレプリカ作成、現地学
習会、笠田公民館佐野分館における展覧会を行います。

し　び
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下志賀地区飲料水
供給施設整備事業
【新規事業】

　下志賀地区では各戸水源から取水を行っており、雨天時などは濁りが発
生したり、寒冷時には凍結に見舞われることから、飲料水供給施設を整備
し、安心安全な飲料水を供給します。
　平成31年度は水源、水量および水質の調査を行います。

地域見守り協力員
制度事業
【新規事業】

　地域における見守り活動などの福祉活動を行うボランティアとして、
「地域見守り協力員」を設置し、日常生活の中での高齢者などへのさりげ
ない見守りや声かけなどの活動を行います。地域全体で相互に見守り合い、
支え合う気運づくりや、支援が必要な方を出来る限り早期に発見し、適切
な支援につなげていく体制づくりを目指すとともに、隣近所における支え
合い機能の醸成・拡充を図ることを目的とします。
　数値目標：地域見守り協力員数185名

120万円

214万円

　こども園などに入園していない０歳児（生後２カ月を越え満１歳に満た
ない、第２子（所得制限有り）、または第３子以降（所得制限無し）の乳児が
対象）を在宅育児する家庭に在宅育児支援として、月額３万円で10カ月を
限度として支給します。
　※育児休業手当受給世帯は対象外

　18歳までの子どもが医療機関などで受診した場合の自己負担金（保険適
用分）を全額助成します。
　今年度から、対象年齢を15歳から18歳に引き上げます。
　支給対象期間：18歳到達後の最初の３月31日まで

子ども医療費支給
事業【拡充事業】 6080万円

　初期の小さながん組織を発見することが可能なPET-CT検査の検査料の
一部を助成します。
　対象者：40歳以上
　受診者に対し１人当たり２万円（２年に１回）※所得制限有り

PET-CT検査助
成事業【新規事業】 40万円

2億
3354万円

　全国的な風しんの発生状況などをふまえ、これまで予防接種法に基づく
定期接種を受ける機会がなく、他に比べて抗体保有率が低い世代の男性を
定期接種対象者とし、その前置きとして抗体検査を実施します。
　対象者：昭和37年４月２日～54年４月１日の間に生まれた男性
　※平成31年度は昭和47年４月２日～54年４月１日生まれの方を中心に実施
　自己負担額：無料

緊急風しん抗体検
査事業
【新規事業】

353万円

　本年11月に和歌山県で開催される全国健康福祉祭（ねんりんピック）和
歌山大会交流大会について、オリエンテーリング交流大会を天野地区で開
催します。健康および福祉に関する普及啓発活動を通じ、健康の保持・増
進・社会参加、生きがいの高揚などを図り、ふれあいと活力のある長寿社
会の形成に寄与します。

全国健康福祉祭和
歌山大会交流大会
開催事業

事　業　名 事業費 事　業　内　容

　かつらぎ西部公園について、パークゴルフ場18ホールの供用を開始して
おり、平成31年度においてはクラブハウス建築工事や多目的広場整備工事
などを行います。
　主要設備：パークゴルフ場（36コース）・フットサルコート
　　　　　　管理棟・多目的広場・バーベキュー施設など

かつらぎ西部公園
整備事業

840万円在宅育児支援事業

　通常の保育に加えて、「午前７時からの早朝保育」、「午後８時までの延
長保育」、「一時保育」、「幼稚園部の預かり保育」、「体調不良児対応型保
育」、「発達支援保育」、「子育て支援事業」を行い、保護者の方が安心し
て子どもを預けていただける事業を展開します。

5億
3082万円こども園運営事業

300万円

事　業　名 事業費 事　業　内　容
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和
歌
山
県
主
催
に
よ
る
「
和

歌
山
県
行
政
報
告
会
」
を
か
つ

ら
ぎ
町
で
開
催
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
知
事
が
県

民
の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
す
る

機
会
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
、
県
の

施
策
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

聴
き
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」
を

県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
県
内
各

地
に
お
い
て
順
次
開
催
し
て
お

り
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
お
け
る
開

催
は
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
27
日（
土
）か
ら
５
月
６
日（
月
）ま
で
役
場
の
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
休

日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
住
民
異
動
届
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
の
開
庁
時
間
に
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

５
月
２
日（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
住
民
票
（
広
域
交
付
を
除

く
）

●
印
鑑
登
録

※

印
鑑
登
録
を
希
望
の
方
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登

録
カ
ー
ド
が
必
要
）

●
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書

（
戸
籍
謄
本
）
な
ど

●
戸
籍
の
附
票

●
身
分
証
明
書

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
（
花
園
支
所
を
除
く
）

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
（
花
園
支
所
を
除
く
）

※

事
前
予
約
が
必
要

日
時　

５
月
９
日（
木
）午
後
７

時
〜
８
時
30
分
ま
で

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会

館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

出
席
者　

仁
坂
吉
伸　

和
歌
山

県
知
事（
主
催
者
）

内
容

①
知
事
に
よ
る
県
行
政
の
重
点

施
策
や
各
地
域
の
課
題
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
関
す
る
説
明

②
知
事
と
参
加
者
と
の
意
見
交

換主
催　

和
歌
山
県

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
知
事

室
広
報
課
（
☎
０
７
３―

４
４

１―

２
０
３
４
）、
伊
都
振
興

局
地
域
振
興
部
企
画
産
業
課

（
☎
０
７
３
６―

33―

４
９
０

９
）、
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
企
画

公
室
（
内
線
２
２
１
１
）

※

問
い
合
わ
せ
は
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

５
月
２
日（
木
）
休
日
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」開
催

開
設
場
所
お
よ
び
取
扱
業
務

◆
役
場
本
庁
舎
住
民
福
祉
課

住
民
係（
①
番
窓
口
）お
よ
び

花
園
支
所

●
所
得
証
明

●
町
民
税
・
県
民
税（
非
）課
税

証
明

●
納
税
証
明

●
固
定
資
産
税
登
録
事
項
証
明

・
評
価
証
明

・
公
課
証
明

※

申
請
者
の
本
人
確
認
の
た
め
、

本
人
確
認
書
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

※

代
理
人
の
方
の
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

所
得
や
課
税
に
関
す
る
証
明

書
は
、
平
成
30
年
度
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

休
日
の
た
め
、
右
記
の
業
務

内
容
で
あ
っ
て
も
取
り
扱
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、
５
月
２
日（
木
）以
外

の
休
日
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
事
前
の
電
話
予
約
に
よ
る

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住

民
係
（
内
線
２
０
６
１
）、
税

務
課
徴
収
係
（
内
線
２
０
４

１
）、
花
園
支
所
（
☎
０
７
３

７―

26―

０
３
２
１
）

◆
役
場
本
庁
舎
税
務
課（
⑤

番
窓
口
）お
よ
び
花
園
支
所
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パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

ふ
れ
あ
い
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

第
41
次（
後
期
）子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

「
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
よ
う
！
」

　

日
ご
ろ
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
方
や
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を

対
象
と
し
て
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
て
も
ら
い
、
そ
の
利
便
性
を
実
体
験

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
情
報

の
収
集
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

講
座
期
間　

５
月
〜
11
月
ま
で
の
火
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
で
（
約
90

分
間
）
お
お
む
ね
10
回

定
員　

20
名
程
度
（
先
着
順
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

学
習
内
容

・
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
か
ら
簡
単
な
文
書

の
作
成

・
表
計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
家
計
簿

な
ど
の
作
成

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
（
閲

覧
の
み
）

※

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
上
、
閲
覧
で

き
な
い
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す

場
所　

役
場
敷
地
内
（
後
日
送
付
す
る

講
座
案
内
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

講
師　

県
立
笠
田
高
等
学
校
情
報
処
理

科
お
よ
び
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒

受
付
期
間　

４
月
３
日
（
水
）
〜
12
日

（
金
）
（
土
、
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
企
画
公
室
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※

受
付
時
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し

込
み
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
、
日
を
除
く
）

※

申
込
書
は
企
画
公
室
で
配
布
、
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

受
講
料　

無
料

※

テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
場
合
は
、
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
情
報
推
進
係

（
内
線
２
０
１
４
）

　

子
ど
も
会
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

う
え
で
、
重
要
な
役
割
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費　

１
千
円

場　

所　

県
立
紀
北
青
少
年
の
家

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
青
少
年
セ

ン
タ
ー
係
（
内
線
３
０
１
５
）

上級研修（救急法）

※各級とも土曜日午後２時～日曜日午後２時まで

初級研修
(小学６年生)

中級研修
(中学２年生)

上級研修
(高校１年生)

５月11日（土）～12日（日）
５月18日（土）～19日（日）
６月８日（土）～９日（日）

・テントの設営
・ロープワーク
・ウォークラリー
・キャンドルファイヤー
・危険予知トレーニング
・子ども会リーダーの役割
・手話の学習
・ゲーム指導の実際
・救急法

５月25日（土）～26日（日）
６月１日（土）～２日（日）

４月６日（土）～７日（日）
４月27日（土）～28日（日）

コース 日　　　程 内　　　　容
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「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録さ
れて、今年で15周年を迎えます。橋本・伊都地
域には2004年に登録された町石道、2016年に
追加登録された三谷坂・京大坂道不動坂・黒河
道・女人道があり、各参詣道で「祈りの道　高野
参詣道」をＰＲするイベントを開催しますので、
ぜひご参加ください。

　申込方法・その他イベントの詳細は、ホームページ「高野・山麓いと楽し」の新着情報をご覧ください。

問い合わせ
世界遺産高野参詣道トレッキング連絡会（伊都振興局企画産業課内☎0736－33－4909）

高野・山麓いと楽し 検索

高野参詣道トレッキング

申 込 締 切　５月７日（火）（マイペースコースは当日受付可）
受 付 場 所　ＪＲ妙寺駅
そ　の　他　お弁当も事前申込可
主　　　催　三谷坂ウォーク実行委員会
問い合わせ　かつらぎ町観光協会　☎0736－22－0300（平日9:00～17:00）
　　　　　　※詳細は、かつらぎ町観光協会ホームページへ（http://katsuragi-kanko.jp）

世界遺産三谷坂を歩く5/18（土）

集 合 時 間　午前９時～10時30分
内　　　容　自分のペースで妙寺駅～丹生酒殿神社～
　　　　　　三谷坂～丹生都比売神社まで歩きます。
時間・距離　２時間30分　7.6km
人　　　数　制限なし（当日参加可）
参　加　費　700円

マイペースコース

集 合 時 間　午前９時
内　　　容　語り部と一緒に丹生酒殿神社まで歩き、
　　　　　　三谷坂は自分のペースで歩きます。
　　　　　　【案内：三谷いちょうの会】
時間・距離　３時間30分　7.6km
人　　　数　先着30名
参　加　費　1,000円

三谷たっぷりコース

集 合 時 間　午前８時
内　　　容　妙寺駅～丹生都比売神社～高野山まで語
　　　　　　り部と一緒に歩きます。
　　　　　　【案内：高野山町石道語り部の会】
時間・距離　８時間　22km
人　　　数　先着30名
参　加　費　2,000円

高野山コース

かつらぎ町
開催
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世界遺産登録15周年記念

4/13（土）

申 込 期 間　４月８日（月）～22日（月）　参加費　1,000円
コ　ー　ス　約13㎞（約５時間）、一般向け
問い合わせ　橋本市シティセールス推進課　☎0736－33－6106（平日8:30～17:15）

5/11（土）

申 込 締 切　５月７日（火）　参加費　500円
コ　ー　ス　約９㎞（約４時間）、一般向け
問い合わせ　槙尾道復興委員会　☎090－2179－0825（山下、平日９:00～17:00）

世界遺産不動坂　槙尾道トレッキング5/19（日）

申 込 締 切　６月14日（金）　参加費　1,000円
コ　ー　ス　約１～５㎞（約１～３時間）コースにより異なります、一般向け
問い合わせ　京大坂道不動坂を語り継ぐ会　☎090－6985－7130（池田、平日19:00～21:00）

世界遺産高野参詣道「京大坂道不動坂」
ちょっぴりウォークと講演会7/7（日）

申 し 込 み　当日受付　　参加費　1,000円
コ　ー　ス　約20㎞（約７時間）、健脚向け
問い合わせ　紀北青少年の家　☎0736－22－5530（月曜休所）

第35回高野山参詣登山
～町石道を歩く～5/26（日）

申 し 込 み　当日受付　　参加費　500円
コ　ー　ス　約８㎞（約３時間）、一般向け
問い合わせ　高野町観光振興課　☎0736－56－2780

女人堂（跡）を巡る
～新緑の高野山女人道を歩く～6/22（土）

所）

世界遺産高野参詣道 黒河道トレッキング
～くどやま森の童話館♪春の調べと桜～

申 込 締 切　４月５日（金）　参加費　1,000円
コ　ー　ス　約19㎞（約８時間）、健脚向け
問い合わせ　高野七口再生保存会　☎080－1434－0985（イリタニ）

第4回黒河道トレッキング
～やどり温泉いやしの湯で一息～
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『高齢者等見守りシール』をご存知ですか？
　認知症などにより、外出した際に自分の家や現在の居場所が分からなくなり、行方不明になっ
てしまうことがあります。そのような心配のある高齢者などの早期発見・保護のために「高齢者
等見守りシール」を用意しました。事前登録制です。申請・登録後にお渡しする「高齢者等見守
りシール」を衣服や靴などの見える場所に貼ります。
　見守りシールを貼った高齢者などが帰る場所が分からず迷っていることに気づいた方が、ス
マートフォンなどで「高齢者等見守りシール」のＱＲコードを読み取ると、警察や役場、地域包
括支援センターの連絡先が表示されます。連絡をする際にシールに記入されている番号を伝えて
いただくことで、身元判明につながる仕組みです。
　この見守りシールのことを日頃から気にかけていただき、もし見かけた場合はご協力をお願い
します。

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線６０２０）

マイナンバーカード申請用の顔写真撮影（無料）サービス開始のご案内
　マイナンバーカード（個人番号カード）を、より簡単・便利に申請していただくために、申請
用の顔写真撮影（無料）サービスを実施します。また、「申請書の書き方が分からない」という
方に申請書の作成をお手伝いします。

対象者　町内に住民登録のある方で、本人の来庁が必要
持ち物　・本人確認書類
　　　　（１）運転免許書・運転経歴証明書・パスポート　１点
　　　　（２）（１）がない場合　健康保険証・年金手帳・学生証など　２点
　　　　・交付申請書（通知カードの下部）をお持ちの方はご持参ください

問い合わせ　住民福祉課住民係（内線２０６１）

※

「
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
だ
け
で
は
、
個
人
情
報
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
は
、（
株
）デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
）
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平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
（
仮
算
定
）
は
、

４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
入
通
知
書
の
送
付
に

つ
い
て
、
前
年
度
か
ら
継
続
し

て
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

の
方
は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま

せ
ん
。

介
護
保
険
料
納
入
通
知

（
仮
算
定
）に
つ
い
て

65
歳
以
上
（
第
1
号
被
保
険
者
）
の
方
へ

平
成
31
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知（
仮
算
定
）に
つ
い
て

・
納
付
書
も
し
く
は
口
座
振
替

で
納
付
の
方
（
普
通
徴
収
）

・
平
成
31
年
４
月
か
ら
年
金
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
が
開
始
さ

れ
る
方

納
入
通
知
書
が
送
付
さ

れ
る
方

・
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
年
金

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方

※

４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険

料
額
は
原
則
と
し
て
前
年
度
２

月
の
保
険
料
額
と
同
額
と
な
る

た
め
、
送
付
し
ま
せ
ん
。
保
険

料
額
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月

の
納
入
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
10
月
以
降
の
保
険
料
額
に

つ
い
て
は
、
７
月
の
本
算
定
後

に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介

護
保
険
係
（
内
線
２
０
５
１
・

２
０
５
２
）

納
入
通
知
書
が
送
付
さ

れ
な
い
方

　

平
成
31
年
度
介
護
保
険
料
の

算
定
基
礎
と
な
る
平
成
31
年
度

市
町
村
民
税
課
税
の
有
無
な
ど

が
未
決
定
の
た
め
、
前
年
度
の

課
税
決
定
を
も
と
に
仮
算
定
を

行
い
ま
す
。
課
税
決
定
後
の
７

月
に
本
算
定
と
し
て
介
護
保
険

料
決
定
額
を
あ
ら
た
め
て
通
知

し
ま
す
。

介
護
保
険
料

仮
算
定
に
つ
い
て

【介護保険料の普通徴収に係る納期および特別徴収(年金天引)月】

第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期

平成31年５月７日（火）
平成31年７月１日（月）
平成31年９月２日（月）
平成31年10月31日（木）
平成31年12月27日（金）
平成32年３月２日（月）

仮徴収

本徴収

４月
６月
８月
10月
12月
２月

仮算定

本算定
偶数月の年金支給日

普通徴収（納付書・口座振替） 特別徴収（年金天引）

手　当　名 支　給　月平成30年4月～31年3月 平成31年4月～

児童扶養手当※

特別児童扶養手当（１級）

　　　〃　　　　（２級）

特別障害者手当

障害児福祉手当

福祉手当（経過措置分）

４２,５００円　
　～１０,０３０円

４２,９１０円　
～１０,１２０円

５２,２００円

３４,７７０円

２７,２００円

１４,７９０円

１４,７９０円

５１,７００円

３４,４３０円

２６,９４０円

１４,６５０円

１４,６５０円

４～７月分…８月期
８～10月分…11月期
11・12月分…１月期
１・２月分…３月期
４～７月分…８月期
８～11月分…12月期
12～３月分…４月期
２～４月分…５月期
５～７月分…８月期
８～10月分…11月期
11～１月分…２月期

※児童扶養手当…平成31年11月分
　からは、奇数月に年６回、各２
　カ月分を受け取れます。
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

「
一
枚
の
手
紙
」

妙
寺
中
学
校
１
年　

松 

原 

成 

吾

　

あ
る
日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
に
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
電

話
は
、
僕
が
学
校
の
総
合
の
授

業
で
書
い
た
手
紙
に
つ
い
て
で

し
た
。
そ
の
手
紙
は
、
お
年
寄

り
に
お
弁
当
と
一
緒
に
渡
す
用

に
書
い
た
手
紙
で
す
。

　

僕
の
書
い
た
手
紙
が
偶
然
、

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
に
届
い
た

よ
う
で
、
そ
れ
を
読
ん
で
く
れ

た
お
ば
あ
さ
ん
は
僕
の
名
前
を

見
て
、
僕
に
直
接
お
礼
を
言
う

た
め
に
、
僕
の
家
の
電
話
番
号

を
知
り
た
く
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
電
話
を
し
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

お
母
さ
ん
に
電
話
で
そ
の
事
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
そ

の
事
を
お
母
さ
ん
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
「
成
吾

の
書
い
た
手
紙
で
、
近
所
の
お

ば
あ
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
、

成
吾
に
お
礼
の
電
話
を
し
て
き

て
く
れ
る
み
た
い
や
で
」
「
お

ば
あ
さ
ん
、
喜
ん
で
く
れ
て
、

良
か
っ
た
な
あ
！
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
僕

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
「
い
い

手
紙
を
書
い
て
あ
げ
た
ん
や
な

あ
」
と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
僕
は
そ
れ
だ
け

で
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

後
日
、
家
の
電
話
が
鳴
り
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
が
電
話
に
で

る
と
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

で
し
た
。
僕
と
電
話
を
か
わ
る

と
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
手

紙
の
返
事
と
か
、
僕
の
年
れ
い
、

ク
ラ
ブ
は
何
を
し
て
い
る
と
か

い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
最
後
に
、
「
手
紙
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
た
時
、
僕
は
す
ご
く
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
で
書
い
た
手
紙
一
枚
で
、

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
、
僕
、
そ

れ
か
ら
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
母
さ
ん
ま
で
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
っ
た
事
を
本
当
に
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
小
学
校
の
時

も
学
校
の
授
業
で
、
柿
の
絵
葉

書
を
書
い
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
送
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
も
、
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
て
、

近
所
の
人
や
お
友
達
に
見
て
も

ら
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
葉
書
は
絵
が
ほ
と

ん
ど
で
文
章
は
な
か
っ
た
け
ど

そ
れ
で
も
喜
ん
で
く
れ
た
事
に

少
し
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
メ
ー

ル
や
電
話
で
は
な
く
手
紙
や
葉

書
で
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

僕
は
あ
ま
り
手
紙
や
葉
書
を

書
い
た
り
す
る
事
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
は
、
携
帯
電
話
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
気
持
ち
や
、
様
子

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。

　

で
も
、
こ
の
電
話
を
き
っ
か

け
に
、
手
紙
や
葉
書
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
で
人
の
気
持
ち
を
幸

せ
な
気
持
ち
に
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
父

の
日
、
母
の
日
、
敬
老
の
日
な

ど
の
時
に
は
、
ふ
だ
ん
は
、
は

ず
か
し
く
て
素
直
に
言
え
な
い

感
謝
の
言
葉
な
ど
を
手
紙
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

感
謝
の
言
葉
は
、
人
間
関
係

を
良
く
す
る
素
敵
な
表
現
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
積
極
的

に
感
謝
の
気
持
ち
を
手
紙
や
葉

書
な
ど
で
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

かつらぎええとこフォトコンテスト
作品展示会開催

　かつらぎ町発足60周年を記念し、平成30年８月15日～平成31
年１月31日にかけて、かつらぎ町の魅力が伝わる写真を募集し
ました。その結果、250作品の応募がありました。皆さんご応
募ありがとうございます。
　ご応募いただいた作品の中から12点を入賞作品とし、展示会
を開催します。ぜひご来場いただき、かつらぎ町の魅力が詰
まった写真をご覧ください。

期　間　４月13日（土）～21日（日）
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（日曜日は午後４時まで）
場　所　総合文化会館　１階展示ホール

問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２２１１）

（
受
賞
当
時
）
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

善行少年表彰式
　かつらぎ警察署少年補導員連絡会
は、例年、青少年健全育成の一環と
して、かつらぎ警察署管内の小・中
学校で地域社会の奉仕活動など、模
範となる行いのあった児童・生徒を
表彰しています。２月15日（金）、同
署で表彰式が行われ、町内からは14
人の児童・生徒が表彰されました。
　　　　　　　　　　　《敬称略》

安武　美紀（笠田中１年）・弓庭　颯太（笠田中３年）・鈴木　瑠夏（笠田中２年）・中谷　春名（妙寺中３年）
上林さくら（妙寺中３年）・山本　晃生（妙寺中２年）・柳澤　仁湖（笠田小６年）・長谷場惺加（笠田小６年）
稲岡　大修（大谷小６年）・中泉　風笑（渋田小６年）・澤本　釉奈（妙寺小６年）・⻆野　将太（妙寺小６年）
大上あやか（梁瀬小６年）・山本　一凛（梁瀬小６年）

第18回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
　２月17日（日）、「第18回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」（紀三井寺公園陸上競技
場～県庁前10区間21.1㎞）が行われました。昨年12月９日にかつらぎ町選手団が結成され、選手
たちは監督・コーチなどの指導のもと連日練習を行い、大会に臨みました。
　大会当日、選手たちはそれぞれの役割を果たし実力を十分発揮した結果、１時間13分31秒のタ
イムを記録し、本町として５年ぶりとなる７位入賞という好成績を収めました。
　この成績は、当日出走した選手や監督、コーチはもちろんのこと、サポート選手など、駅伝に
関わったすべてのメンバーで頑張った結果です。また、かつらぎ町選手団から個人表彰の受賞者
がありました。

◆かつらぎ町選手団◆　《敬称略》
監　督　北山　大輔（妙寺中教諭）　コーチ　三嶋　大亮（笠田小教諭）櫻井　　亮（笠田小講師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野　　孝（渋田小教諭）清水　大幹（妙寺小教諭）

当日出走選手　　　　走行区間
　木村祥太朗（古佐田丘中３年）１区
　森　　小夏（笠田中１年）２区
　柳澤　仁湖（笠田小６年）３区
　南　　咲来（笠田中１年）４区
　平　　大和（笠田中３年）５区
　山本　百華（妙寺小６年）６区
　田村　海斗（妙寺小５年）７区
　浦籔　千穂（妙寺中３年）８区
　矢田幸紀斗（妙寺小６年）９区
　壱岐祥一朗（妙寺中３年）10区

個人表彰
第９区３位（２㎞）６分40秒
　矢田幸紀斗（妙寺小６年）

５年連続登録競技者　
　壱岐祥一朗
　（妙寺中３年）

サポート選手
　谷口　和弥（笠田中３年）・齊藤　沙紀（妙寺中３年）・井上　孝太（古佐田丘中３年）
　谷口　葵礼（笠田中２年）・中野　綾音（妙寺中２年）・田中　沢歩（妙寺中２年）
　北川　蒼空（妙寺中２年）・安武　美紀（笠田中１年）・西岡　雅姫（笠田小６年）
　南　龍之介（大谷小６年）・辰巳　未紗（大谷小６年）・中野　良哉（妙寺小６年）
　山本　琢己（妙寺小６年）・硲　　莉亜（笠田小５年）・櫻本　貴裕（妙寺小５年）
　大西　悠菜（妙寺小５年）・木村　朱里（渋田小５年）・佐々木奏空（渋田小５年）
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場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
閲
覧
先　

産
業

観
光
課
林
業
振
興
係
（
内
線
２

１
０
２
）

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
や
林

地
の
境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
ま
と
め
た
林
地
台
帳
の
運
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。

閲
覧　

申
請
す
る
こ
と
で
、
誰

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
（
個
人
情

報
を
除
く
）。

情
報
提
供　

森
林
の
土
地
所
有

者
な
ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
方
は
、
森
林
施
業
の
適
切
な

実
施
ま
た
は
森
林
施
業
の
集
約

化
に
資
す
る
場
合
に
限
り
、
個

人
情
報
を
含
む
情
報
の
提
供
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

申
請
の
際
は
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
お
よ
び

認
印
を
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、

閲
覧
・
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

後
日
改
め
て
ご
来
庁
い
た
だ
く

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

４月の４月の４月の

お知らせ

林
地
台
帳
の
運
用
開
始

　

伊
都
第
３
団
で
は
、
隊
員
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

（
カ
ブ
隊
）
小
学
３
年
生
〜

※

小
２
か
ら
体
験
入
隊
受
付

（
ボ
ー
イ
隊
）
小
学
６
年
生
〜

※

小
５
か
ら
体
験
入
隊
受
付

問
い
合
わ
せ

カ
ブ
隊
隊
長　

大
家
啓
徳

ボ
ー
イ
隊
隊
長　

木
村
明
宏

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
22―

７
９
０
５
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

伊
都
第
３
団
隊
員
募
集

　

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
国

の
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に
対

す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
受
け
て
、
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
解
決
や
実
現

の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

本
町
で
は
、
行
政
相
談
委
員

に
よ
る
行
政
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
所
開
設
日

４
月
18
日（
木
）

　

役
場
花
園
支
所

７
月
18
日（
木
）

　

四
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

10
月
17
日（
木
）

　

笠
田
ふ
る
さ
と
交
流
館

平
成
32
年
１
月
16
日（
木
）

　

妙
寺
公
民
館

各
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住

民
係
（
内
線
２
０
６
１
）

行
政
相
談
所
開
設

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

32,032円
―

130,000円
―

28,000円
―

190,032円

３件
―
10件
―
４件
―
17件

10,800円
―

30,000円
―
―

23,500円
64,300円

１件
―
２件
―
―
４件
７件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

１・２月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…
」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

４
月
５
日（
金
）、
19
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

無
料
法
律
相
談

４
月
８
日（
月
）、
22
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る｢

消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
４
月
２
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
４
月
９
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
４
月
16
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
４
月
23
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）
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児
童
虐
待
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
」
、

「
子
育
て
が
辛
く
て
つ
い
子
ど

も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
」
ま
た

は
「
虐
待
を
疑
わ
れ
て
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
一

人
で
抱
え
な
い
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
虐
待
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
22―

８
８
７
７
）

そ
の
他
の
通
告
先　

伊
都
振
興

局
健
康
福
祉
部
（
☎
０
７
３
６

―

42―

３
２
１
０
）
、
和
歌
山

県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
（
１
８
９
番
）

※

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
警
察

（
１
１
０
番
）
ま
で

就
職
相
談

４
月
９
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

４
月
16
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

４
月
３
日（
水
）、
24
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―
33

―

４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

４
月
１
日（
月
）、
２
日（
火
）、

８
日（
月
）、
９
日（
火
）、
15
日

（
月
）、
16
日（
火
）、
22
日（
月
）、

23
日（
火
）、
５
月
７
日（
火
）

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

〜
定
期
出
張
相
談
会
〜

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

４
月
３
日（
水
）、
５
月
８
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
国
が

全
国
に
設
置
す
る
無
料
の
経
営

相
談
所
で
す
。
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
売
上
拡
大
・
経
営
改
善
な

ど
の
お
悩
み
を
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
定
期
的

に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜

日（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分場
所　

伊
都
振
興
局

費
用　

無
料

※

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

和

歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
公

益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
産
業
振

興
財
団
内
☎
０
７
３―

４
３
３

―

３
１
０
０
）

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　

弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
セ

ン
タ
ー
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館

相
談
電
話　

０
７
３
６―

39―

２
２
３
５
（
当
日
の
み
）

内
容　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
３―

４
２
７―

１
０

０
０
）

◆広報かつらぎ◆
掲　載　料　１カ月１広告10,000円（割引制度有）
◆かつらぎ町ホームページ◆（バナー広告）
掲　載　料　１カ月１広告10,000円（割引制度有）
※詳細は、お問い合わせください。
問い合わせ　総務課総務係（内線２０２５）

○５月７日（火）
納期限

● 介護保険料
　　　　 第１期
　町税などの納付は便利で
確実な口座振替をご利用く
ださい。
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ふ
た
た
び
嗤
う
淑
女

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

七
里

ス
イ
ー
ト
・
マ
イ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

   

神
津　

凛
子

次
の
人
、
ど
う
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

順
子

散
歩
す
る
ネ
コ   

群　

よ
う
こ

神
の
島
の
こ
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　

中
脇　

初
枝

い
の
ち
の
人
形　
　

横
関　

大

歌
舞
伎
町
ゲ
ノ
ム
誉
田　

哲
也

Ｄ
Ｒ
Ｙ   　
　
　

原
田　

ひ
香

マ
ー
ダ
ー
ズ   　
　

長
浦　

京

た
し
な
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

   

白
洲　

正
子

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

ト
イ
レ
ロ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

は
っ
と
り　

ひ
ろ
き

め
ろ
ん
さ
ん
が
ね
…

　
　
　

   

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ

レ
オ
た
い
せ
つ
な
ゆ
う
き

　
　
　
　
　

   

村
上　

し
い
こ

故
事
成
語
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

圭
助

国
谷
裕
子
と
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
わ
か
る
本     

国
谷　

裕
子

が
ん
に
な
っ
た
ら
知
っ
て
お
き
た

い
お
金
の
話　

黒
田　

ち
は
る

平
成
史　
　
　
　

   

佐
藤　

優

０
歳
児
と
の
あ
そ
び
か
た
大
全

　
　
　
　
　
　
　

汐
見　

稔
幸

英
単
語
の
語
源
図
鑑

　
　
　
　
　
　

   

清
水　

建
二

も
っ
と
言
っ
て
は
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　

玲

働
か
な
い
働
き
方
。 

河
本　

真

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

【一般書】　
「サクラ咲く」辻村　深月 著
「葉桜の季節に君を想うということ」歌野　晶午 著
「華の下にて」内田　康夫 著
「作りおきなし！朝10分！考えないお弁当」重信　初江 著
「12色で描けるはじめての日本画教室」安原　成美 編著
「超一流の雑談力」安田　正 著
【児童書】
「ドキドキ新学期」はやみね　かおる 著
「ともだちできたよ」内田　麟太郎 著
「みてよぴかぴかランドセル」あまん　きみこ 著

春におすすめする本

山
里
の
一
本
の
梅
咲
く
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

恭
弘

梅
林
の
あ
ぜ
道
通
ほ
る
人
の
波　
　
　
　
　
　
　

山
口
と
よ
子

明
け
暮
れ
の
自
適
の
く
ら
し
梅
だ
よ
り　
　
　
　

寄
谷
小
夜
子

今
な
に
か
思
ひ
出
し
さ
う
冬
苺　
　
　
　
　
　
　

市
川　

ゑ
み

笑
ひ
声
た
へ
ぬ
ハ
ウ
ス
の
苺
狩　
　
　
　
　
　
　

南　

ト
キ
子

寒
紅
梅
吾
に
紀
州
の
血
の
濃
か
り                  

山
下
八
重
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
や
ま
ぼ
う
し
句
会
）

五
百
歩
は
今
日
の
目
標
窓
越
し
の
初
冬
の
日
ざ
し
拾
い
て
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
多
浦
二
三
子

猫
じ
ゃ
ら
し
押
し
花
絵
に
て
便
り
く
る
父
恋
う
歌
の
一
首
を
添

え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

節
子

短
冊
に
書
か
れ
し
亡
母
の
短
歌
読
み
て
そ
っ
と
筆
跡
な
ぞ
っ
て

み
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
木
定
子

ひ
孫
た
ち
英
語
始
め
て
頑
張
る
し
冬
ば
て
こ
ら
え
脳
ト
レ
は
げ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
神
美
喜
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

は　

は　
　
　

う　

た
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和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
と
し
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
健
康
診
査
お
よ
び
歯
科
健

康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

 

各
受
診
券
は
、
５
月
下
旬
ご

ろ
対
象
と
な
る
方
全
員
に
郵
送

し
ま
す
。
受
診
さ
れ
る
方
は
、

期
間
内
に
被
保
険
者
証
、
受
診

券
を
持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

期
間　

６
月
１
日（
土
）〜
平
成

32
年
２
月
29
日（
土
）

自
己
負
担　

無
料

対
象
者　

和
歌
山
県
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
被
保
険
者
の
方

受
診
方
法

①
個
別
健
診

県
内
健
診
実
施
医
療
機
関

※

医
療
機
関
一
覧
を
受
診
券
と

一
緒
に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

実
施
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

屋外広告物（看板など）の設置について
　和歌山県では、「良好な景観を形成」「風致の維持」「公衆に対する危害の防止」を目的に、
屋外広告物（「常時または一定の期間継続して屋外で公衆に表示されるもの（看板など）」で非
営利なものも含む）および屋外広告業について必要な規制を行うため、屋外広告物法に基づく
和歌山県屋外広告物条例を制定しています。屋外広告物の設置の許可などに関する事務につい
ては、県条例に基づきかつらぎ町で行っています。
　屋外広告物を設置するためには、一定の基準を満たし、許可を受けることが必要です（許可
を受けた物件についても、更新許可申請が必要です）。
　また、建設を発注するときは、その依頼先が和歌山県屋外広告業登録をしている必要があり
ます。看板などを設置するときは、事前に次のものを準備の上、お問い合わせ下さい。

問い合わせ　建設課管理係（内線２０８４）

①建設予定場所（位置図）
②建設予定物件の大きさやデザイン、材質などの分かるもの
③現場写真

※詳しくは、和歌山県都市政策課
ホームページ「和歌山県屋外広告
物の手引き」をご覧ください。

平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
健
康
診
査
の
ご
案
内

◆
健
康
診
査

※

今
年
度
か
ら
、
受
診
方

法
が
２
通
り
に
な
り
、
集

団
に
よ
る
健
診
も
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

②
集
団
健
診

・
花
園
保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
29
日（
土
）、
30
日（
日
）

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
20
日（
土
）〜
25
日（
木
）、

31
日（
水
）、
８
月
１
日（
木
）、

２
日（
金
）、
４
日（
日
）、
５
日

（
月
）

※

集
団
健
診
で
の
受
診
希
望
の

方
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

申
込
方
法

が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
券
送
付

時
に
同
封
し
て
い
る
申
込
書
に

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
連
絡
先
を
記
入
し
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
受
診
申
込
締
切
日

５
月
31
日（
金
）

健
診
項
目　

問
診
、
身
体
計
測
、

診
察
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
脂
質
・
肝
機
能
・
代
謝
）、
尿

検
査

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で

定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
て
い
る
方
は
、
主
治
医
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
31
年
３
月
末
で

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
の
方

受
診
方
法

県
内
健
診
実
施
医
療
機
関

健
診
項
目　

問
診
、
口
腔
診
断

（
歯
の
状
態
・
歯
周
組
織
の
状

況
・
口
腔
衛
生
状
況
・
噛
み
合

わ
せ
・
口
腔
乾
燥
・
粘
膜
の
異

常
）、
口
腔
機
能
検
査
（
噛
む

能
力
・
舌
機
能
・
嚥
下（
飲
み

込
み
）機
能
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
保

険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
５
）、

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
☎
０
７
３―

４
２
８

―

６
６
８
８
）

◆
歯
科
健
康
診
査

健康ひろば健康ひろば健康ひろば生活習慣病の早期発見のために健康診査を受けましょう！
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

日　程
◆花園保健センター　６月29日（土）、30日（日）
◆かつらぎ町保健福祉センター　
　７月20日（土）～25日（木）、31日（水）、８月１日（木）、２日（金）、４日（日）、５日（月）

対象者
■各種がん検診
　今年度40歳以上になる町民の方
　※前立腺がん検診は50歳以上
　※乳がん検診は前年度未受診者
■特定健診
　今年度40～74歳のかつらぎ町国民健康保険加入者お
よび後期高齢者医療保険加入者
■動脈硬化検診
　今年度40歳以上の町民の方
申込方法
　受診券に同封している「集団ミニドック健診申込書」に希望日、希望検診項目を記入の上、
返信用封筒で送付してください。

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

平成31年度 集団ミニドック健診のお知らせ

　胃がん・乳がん検診は１日に
受診できる人数が限られていま
す。定員になり次第締め切らせ
ていただきますので、第一希望
日をお約束できない場合があり
ます。ご協力よろしくお願いし
ます。
　胃がん検診・・・40名／日
　乳がん検診・・・25名／日

ご注意ください！

申込締切
５月31日(金)

　平成26年10月から高齢者肺炎球菌予防接種が定期接
種となりました。接種を希望される方は、実施医療機
関に予約の上、接種を受けてください。

※今年度は経過措置として次の方も対象となります。

対象者
①今年度65歳の方
　（昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生）
②60歳～65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器
　の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
　能障害を有する方

自己負担　2,500円

助成回数　１人につき１回まで
※過去に23価肺炎球菌ワクチン
（ポリサッカライド）の接種を受
けたことがある方は対象外とな
ります。

接種期間　４月１日（月）～平成32
年３月31日（火）

※対象となる方には３月末に案内
文と接種券を送付しています。
詳細はそちらをご覧ください。
※70歳以上の方の助成制度は継続
していますので、定期接種対象
外の方はご利用ください。

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

高齢者肺炎球菌予防接種について

70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳以上

昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生
昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生
昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生
昭和９年４月２日～昭和10年４月１日生
昭和４年４月２日～昭和５年４月１日生
大正13年４月２日～大正14年４月１日生
大正９年４月１日以前の生まれ

年　齢 生　年　月　日

20
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※1　身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査（心電図）等　　　※３　対象者：75歳・80歳・85歳の方と90歳以上の方
国保加入者・後期高齢者は、31年度新規事業のPET-ＣＴ検査助成以外は自己負担金の変更はありません。

集団健診

※1　身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査（心電図）など　　　※2　特定健診項目＋胃・肺・大腸がん検診
　　　　の項目は、自己負担金が変更した箇所です。

　　　　の項目は、自己負担金が変更した箇所です。

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
（
パ
ー
プ
ル

色
）
の
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

券
は
、
４
月
末
ま
で
に
世
帯
ご

と
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
受
診
券
１
枚
に
、
胃
・

肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
・
前
立

腺
の
各
種
が
ん
検
診
受
診
券
が

含
ま
れ
て
お
り
、
受
診
で
き
な

い
項
目
の
が
ん
検
診
は
、

「※

」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
さ
れ
る
際
は
、
切
り

取
っ
て
医
療
機
関
ま
た
は
集
団

健
診
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

各
種
が
ん
検
診
の
詳
細
・
医

療
機
関
・
集
団
健
診
の
日
程
は
、

受
診
券
に
同
封
し
て
い
る
案
内

文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
診
事
業
を
長
期
に

実
施
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
、

自
己
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

受
診
券
に
つ
い
て

平
成
31
年
度

各
種
が
ん
検
診
の

受
診
券
を
送
付
し
ま
す

特定健診　※1
胃がん（バリウム）
肺がん(レントゲン）
大腸がん（便潜血検査）
乳がん（2年に1回・マンモグラフィ）
前立腺がん（血液検査）
ピロリ菌検査（血液検査・胃がん検診と同時実施）
喀痰検査（肺がん検診と同時実施）

肝炎ウイルス検査（血液検査）
ヤング健診　※1
ヤングミニドック　※2

動脈硬化検査
（75歳以上は後期動脈硬化・認知機能検査）

保険種別
年齢 20～34 35～39 40～49 50～69 70～74 20～34 35～39 40～49 50～69 70～74

500円
400円
200円
100円
600円

100円
1,000円

150円

1,500円

無料 無料
無料 無料

無料
無料

75以上健診項目
町国保加入者以外 町国保加入者 後期高齢者

5,000円 5,000円

無
料町

国
民
健
康
保
険
税
の一部
を

自
己
負
担
金
に
あ
て
て
い
ま
す
。

医療機関健診

無料

後期高齢者保険種別
年齢 20～34 35～39 40～49 50～69 70～74 20～34 35～39 40～49 50～69 70～74 75以上

町国保加入者

特定健診　※1
胃がん（バリウムまたは胃カメラ）
肺がん（レントゲン）
大腸がん(便潜血検査）
乳がん（2年に1回・マンモグラフィ）
子宮頸がん（2年に1回）
前立腺がん(血液検査）
ピロリ菌検査（血液検査・胃がん検診と同時実施）
喀痰検査（肺がん検診と同時実施）
肝炎ウイルス検査（血液検査）
肺CTのみ（2年に1回）
肺CT+腹部CT（2年に1回）
歯周病（40.50.60.70歳）（後期高齢者※3）
ＰＥＴ-ＣＴ検査助成（2年に1回）

500円
3,000円
500円
600円
1,000円

500円
1,000円

500円
1,000円

2,000円
5,000円

無料（40.50.60.70歳）

2,000円
5,000円

無料（40.50.60.70歳）
20,000円の補助 20,000円の補助

無料

無料

※３無料

健診項目
町国保加入者以外

無
料町

国
民
健
康
保
険
税
の一部
を

自
己
負
担
金
に
あ
て
て
い
ま
す
。
無料

お詫びと訂正　３月広報折込でご案内しました「健診自己負担金変更のお知らせ」の中で、国保加入者の対象年齢及び肺ＣＴ検査・
　　　　　　　肺ＣＴ+腹部ＣＴ検査の自己負担金額に関して一部誤りがありました。訂正し、お詫びいたします。
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・４月18日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

春の散歩に行きます。
雨天の場合「センターで
遊ぼう」

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
で
「
保
健
師
さ
ん
の

お
は
な
し
」
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に

「
冬
の
健
康
づ
く
り
感
染
症
の
対
策
に
つ

い
て
」
の
話
を
聞
き
、
日
頃
の
子
育
て
に

つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

赤ちゃんクラブで「よみきかせの会プーさん」のよみき
かせ会をしました。図書館のよみきかせボランティアさ
んに楽しい絵本を読んでいただきました。

・４月11日（木） 午前10時～11時
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・４月15日（月） 午前10時～11時

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・４月24日（水） 午前10時～11時
※今年度から第４水曜日になります

※今年度から午前10時～11時になります

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・４月17日（水） 午前10時～11時

なかよし広場

※今年度から第３水曜日になります

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

５月７日
午前９時30分～10時30分
５月14日
午前９時30分～10時30分

５　

月

こども園名 日　　時

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

４月19日㈮
10:00～11:00

５月17日㈮
10:00～11:00

４月12日㈮
10:00～11:00

５月10日㈮
10:00～11:00
４月18日㈭
10:00～11:00

５月16日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

妙寺公民館

三谷公民館

☆子ども１人100円必要

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

※４月はお休みです。
※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。

「はじめましての会」です
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
４月の保健カレンダー月の保健カレンダー４月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

４月４日㈭
５月９日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年10月生まれ
平成30年12月生まれ

平成29年８月生まれ
平成29年９月生まれ

平成30年５月生まれ

平成30年６月生まれ

平成29年２月生まれ

平成29年３月生まれ

平成30年９月生まれ

平成30年４月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４月26日㈮
13:00～14:00
４月24日㈬
13:00～14:00

４月２日㈫
9:30～10:00

５月７日㈫
9:30～10:00

４月１日㈪
9:30～10:00
５月13日㈪
9:30～10:00

４月12日㈮
13:30～15:30
４月３日㈬
13:30～14:30
４月17日㈬
13:30～14:30
４月３日㈬
10:00～11:00

平成30年５月生まれ５月８日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「血糖値について知ろう」
日　　時　５月８日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆５月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

「健康チェック　自分のからだを知ろう」
日　　時　４月10日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆４月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！
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